
平成２９年度 

教育経営の充実に関する研究グループ 活動報告 
                    名寄南小学校 田中 淳也 

 （１）学校経営の充実 

  ①本市共通のモデル的な学校経営計画の作成に関すること 

  ②社会に開かれた教育課程の編成に係る研修に関すること 

  ③コミュニティ・スクール，小中一貫教育の取組状況の 

   交流，導入の促進に関すること 

  ④各種指定事業に基づく実践交流に関すること 

  ⑤先進校視察等ミドルリーダー育成研修の実施に関する 

   こと 

（２）学級経営の充実 

  ①学級経営プログラム等の作成と到達状況の把握に関する 

   こと 

１  研究内容 



学校改善に結びつく学校経営計画 
↓ 

市内各学校の経営計画の様式や文言等を整理，統一 
（今年度は何に取り組み，どのような成果をあげるのか， 

具体的かつ簡潔に重点的取組を示し， 
同時に評価基準や評価方法も明確にする。） 

↓ 
年度の重点教育目標の達成状況の評価 

↓ 
成果をもたらした取組の実態や課題解決・改善の方策 

↓ 
学校改善 

（１）学校経営の充実 

 ①本市共通のモデル的な学校経営計画の作成 

２ 具体的取組  
 
 



１ 日 時 平成29年8月28日（月） 
２ 概 要 社会に開かれた教育課程についてのプレゼン 
（１）グローバル化，情報化により，変化が激しく予測困難な未来の到来 
（２）育成すべき資質・能力の3つの柱 
（３）これからの教育課程の理念 
   「社会に開かれた教育課程」とは 
（４）「カリキュラム・マネジメント」 
    3つの側面 
（５）チーム学校としての取組 
   ミドルリーダーの期待 
（６）学校ビジョンについて 
（７）学校，家庭，地域の役割とCS 
 

 ②社会に開かれた教育課程の編成に係る研修 
 
 

３ 成果と課題 
  プレゼンテーションを通して「社会に開かれた教育課程」の考え方 
 を理解することができた。名寄市内のモデルを提示するところまで深 
 める必要がある。 
 



１ 取組内容 
（１）智恵文小・中学校，名寄東小学校，風連中央小学校のコミュニティ・スクールの 
  取組についての交流 
２ コミュニティ・スクール制度説明会の開催（７月１２日） 
（１）参加対象  名寄市内の小・中学校の校長、教頭、教職員（３２名参加） 
（２）内 容 
     ① パネルディスカッション 
      「制度導入状況の理解、望ましい在り方についての理解」 
        ○コーディネーター 名寄小学校 校長 池田 卓平 
        ○オブザーバー＆助言者  
         北海道教育庁上川教育局 社会教育指導班主査 尾中 康裕 様 
        ○パネラー ・智恵文小学校   校長 川崎 直人  
             ・名寄東小学校   校長 福田 孝夫 
             ・風連中央小学校  校長 赤澤 静恵 
             ・名寄市教育委員会 参事 金谷  昭 
     ② まとめ・助言 
       北海道教育庁上川教育局社会教育指導班主査 尾中 康裕 様 

 

③コミュニティ・スクールの取組状況の交流，導入の促進 
 
 

３ 成 果 
（１）先行実施をしている智恵文小・中学校と現在推進委員会を設置し，準備を 
   進めている名寄東小，風連中央小より学校運営協議会の組織体制づくり・ 
   活動内容について具体的な情報を得る機会となった。今後，各校のコミュ 
   ニティ・スクール導入に向けてのイメージをしやすくなった。 
 



５ 成果 管理職のリーダーシップの下，全校が 

     一つのチームとなり，「学び続ける学校」 

     の実現について学ぶ事ができた。 

 

④各種指定事業に基づく実践交流 

１ 目的 「学校力向上に関わる総合実践事業」の実践指定校となっ 

     ている名寄小学校の地域連携研修への参加 

２ 日時 第1回 平成２９年６月２０日（火） 

     第2回 平成２９年11月２７日（月） 

３ 講師 学校力向上に関する総合実践事業アドバイザー 

     上越教育大学教職大学院教授 赤坂 真二氏 

４ 内容 ・チーム学習による授業改善の在り方 

     ・学級経営と連動したよりよい授業構築の在り方 

  講演 「学級経営の充実と協同力を高めるチーム学習」 

     「自治的能力を育むクラス会議の理論と実践」 



１ 先進校視察研修 
（１）第1回 先進校視察研修(外国語活動・外国語) ６名参加 
  ①日 時 平成２９年１０月１８日（水） 
  ②視察先 「外国語教育強化地域拠点事業」 
       平成２９年度公開研究会（寿都小学校 
       ・寿都中学校） 
（２）第２回 先進校視察研修（道徳）１４名参加 
  ①日 時 平成２９年１２月８日（金） 

  ②視察先 北海道道徳教育推進校 恵庭市立恵み野中学校・千歳市立信濃小学校   

   

 

 

⑤先進校視察等ミドルリーダー育成研修の実施 

２ ミドルリーダー研修会 
（１）日 時 第１回10／12（木），第２回11／17（金），第３回２／２（金）予定 

（２）対 象 名寄市内小学校教務主任８名 
（３）内 容 実践交流（カリキュラムマネジメント，スクールカレンダー，教育課程 
       の編成） 

 
３ 成 果  
（１）外国語活動・外国語，道徳について教科化を踏まえた指導計画とそれに 
   基づいた実践や授業改善について学ぶ事ができた。 
（２）実践交流を進めることでミドルリーダーとして学校経営への参画意識の 
   向上や教育課程の編成に向けて情報交流を進める事ができた。 
 



 ①学級経営プログラム等の作成と到達状況の把握 

１ 取組内容 

（１）各学校の学級経営案と到達目標の把握の仕方の交流・協議 

（２）モデルとなる学級経営案の明確化・明示（試案の作成，提示） 

（２）学級経営の充実 

２ ３つのコンセプト 

  ～「学校経営計画」と連動した学年・学級経営案」の作成～ 

（１）評価基準・評価方法を明確化 

  学年・学級経営のPlan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価） 

  → Act（改善）による検証改善サイクルの確立を目指した。 

（２）「記述欄」を設け，改善策を見える化 

（３）学級担任の負担感を軽減化 

  学校経営計画と連動させることにより，経営の観点が焦点化され， 

  学級経営案の作成等の軽減化を図った。 

   

   

 

 

３ 成果と課題 
（１）各校の学級経営案を交流し，望ましい学級経営案の様式について協議した。 
   学校経営計画モデル案に基づいた学級経営案の試案を作成し示すことが 
   できた。 
（２）学校経営案と学級経営案が整合し，年間を通して活用される学級経営案と 
   なるように工夫・改善する必要がある。 

 

 

   

 

 



（１）新学習指導要領と移行措置について今後も， 

  研修を深めるとともに，各教科・領域の編成を 

  各校で進め，交流する必要がある。 

（２）学校経営案と学級経営案に整合性をもたせ， 

  年間を通して活用される学級経営案となるように 

  工夫・改善する必要がある。 

 

 
 

３ 今後の課題 


